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【目的】ヨウ化ニンニクエキスは、ニンニクの鱗片の熱水抽出液をヨウ素化したものであり、化粧品の原料として利

用されている。皮膚機能を高めるとされているヨウ化ニンニクエキスであるが、機能性と詳細な作用メカニズムにつ

いての科学的エビデンスは限定的である。そこで本研究では、遺伝子発現の網羅的解析と成分分析を行い、ヨウ化ニ

ンニクエキスの肌への機能性と作用メカニズムを細胞レベルで検証することを目的とした。 

【方法】肌細胞の機能性評価では、細胞の増殖や生存に関連する代謝酵素である脱水素酵素群の活性を指標として用

いた。ヨウ化ニンニクエキスを添加した培地でヒト表皮角化細胞（HaCaT 細胞）を培養した後、Cell Counting Kit-8

を用いて脱水素酵素活性を測定した。作用メカニズム解析では、ゲノムワイドな RNA-seq による遺伝子発現の網羅的

解析から作用標的の遺伝子群を探索した。見出された標的遺伝子については、遺伝子破壊株を用いた比較検証を行い、

作用メカニズムを推定した。また、活性成分の分析では、限外濾過やカラムクロマトグラフィーによる成分分画や比

色定量法等を用いた分析により、活性成分を推定した。 

【結果】ヨウ化ニンニクエキスは、HaCaT 細胞の脱水素酵素活性を増加させたことから、肌細胞の賦活化に機能するこ

とが分かった。そこで、遺伝子発現を網羅的に解析した結果、ヨウ化ニンニクエキス処理では、抗酸化・解毒酵素群の

遺伝子発現が特徴的に増加することが示された。これらを制御する転写因子として Nrf2が推定されたことから、遺伝

子破壊株を用いて比較検証したところ、Nrf2 の遺伝子破壊株では、ヨウ化ニンニクエキスの有する細胞賦活能が消失

することが示された。また、成分分析の結果、ヨウ化ニンニクエキスには、タンパク質、アミノ酸、硫黄化合物、糖類

が含まれており、とりわけ糖類の含有量が多いことが明らかとなった。さらに成分を分画して解析したところ、多糖

類の濃縮画分において、特に細胞賦活能が示された。以上のことから、ヨウ化ニンニクエキス中の多糖類が、転写因子

Nrf2 を介して表皮角化細胞の賦活化に機能している可能性が示唆された。 

【考察】Nrf2 経路はストレスに応答して駆動するため、ヨウ化ニンニクエキス中の多糖類がマイルドなストレッサー

となり、細胞の活性化に寄与している可能性がある。老化細胞では代謝活性が低下することから、ヨウ化ニンニクエ

キスによる細胞の賦活化作用は肌の健康維持に貢献すると考えられる。 

【まとめ】本研究によって、皮膚機能を高めるとされるヨウ化ニンニクエキスの作用メカニズムと活性成分の一端が

明らかになり、化粧品素材として応用するための基礎的な知見が得られた。 
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